
【取組内容】 情報活用能力 情報の整理・分析

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童自らが「問い」をもつためには、まず学習内容を把握して、情報を得ること
ができなければならない。その１つとして、教科書を「読むこと」ができることに着
目した。教科書に何が書いてあるのか・この図は何を示しているのかなど、１つ１
つの情報を読み取ることから始めた。そして、学習支援ソフトを用いて、必要な情
報を整理・分析したり、「問い」に対する考えを書いたりすることができるように
なった。また、同じ教材であっても、まとめ方は児童１人１人によって違いが見られ
る。このように自分の「問い」に対する自分の「考え」を表現することができるよう
になった。
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